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課題分類

研究課題：道産野菜の硝酸塩含量の実態と変動要因

（道産野菜における硝酸塩の実態と低減指針の策定）

担当部署：花野技セ 園芸環境科 中央農試 土壌生態科

協力分担：各地区農業改良普及センター

予算区分：道費（クリーン農業）

研究期間：2004～2005年度(平成16～17年度)
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１．目 的

道産野菜の品質向上に資するため、ほうれんそう、こまつな、みずな、だいこんの硝酸塩含量

の実態と変動要因について検討する。

２．方 法

供試材料：「北のクリーン農産物表示制度」に基づき栽培された野菜

ほうれんそう、こまつな、みずな（以上、施設栽培）、だいこん（露地栽培）

対象産地：ほうれんそう 4産地（A、D、Ｅ）、こまつな 2産地、（B、Ｃ）、
みずな 1産地（B）、だいこん 3産地（F、G、H）

栽培履歴：農協出荷時の生産履歴または普及センターによる聞き取り

分析項目：作物体の硝酸塩含量・アスコルビン酸含量・乾物率・葉色

作付け前および跡地土壌の硝酸態窒素含量・熱水抽出性窒素含量

３．成果の概要

1) ほうれんそうの硝酸塩含量の全平均は 290mg/100gであり、生育期が高温である 8月＞ 9月＞
7 月＞ 6 月収穫の順に高く、また産地間差も認められた（表１）。硝酸塩含量の低いほうれん
そうほど、乾物率およびアスコルビン酸が高くなる傾向が見られた。

2) こまつなの硝酸塩含量の全平均は 586mg/100g で収穫時期による変動幅は小さく、みずなは
719mg/100g で 9 月収穫以降に高い傾向を示した（表１）。こまつな・みずなの乾物率は収穫
時の株重に関係なく約 4～ 6％に集中し、硝酸塩含量との関係は明らかではなかった。

3) だいこんの硝酸塩含量の全平均は 126mg/100gで産地・作型間差は明らかでなかった（表１）。
4) こまつな・みずなの収穫跡地の土壌硝酸態窒素含量（土壌 NO3-N）が 5mg/100g以下の場合、
一部に硝酸塩含量の低い試料も見られたが、必ずしも全てが低くはなかった(図１)。また、

同含量が 5mg/100g 以上では、大部分のこまつな・みずなの硝酸塩含量が 500mg/100g 以上で
あった。ほうれんそうの硝酸塩含量と跡地の土壌 NO3-Nとの関係は判然としなかった。

5) 周年被覆ハウス栽培のみずなは、冬季被覆資材を除去したハウスに比べて、調査対象とした 2
～ 3 作期目以降の収穫においても、硝酸塩含量および跡地の土壌 NO3-N が高い傾向を示した
(表２)。

6) ほうれんそう産地Ｄにおいて、硝酸塩含量に及ぼす土壌窒素肥沃度の影響をみると、１作目
の６月収穫では硝酸塩含量が極端に低いサンプルを除けば熱水抽出性窒素含量（熱抽 N）の、
また２作目以降の７月および９月収穫では作付前の土壌 NO3-N と熱抽 N の影響が認められ
た（図２）。さらに、個別のハウスにおいても、作付け前の土壌 NO3-N および熱抽 N が高く
なると、硝酸塩含量が高まる傾向がみられた（図３）。

7) 以上のことから、道産野菜の硝酸塩含量低減化には、施肥対応等を含めた、土壌窒素肥沃度
に留意した管理が重要であることが明らかになった。



図１ 跡地土壌NO3-Nと硝酸塩含量の関係

図２ 作付前土壌NO3-Nおよび熱抽Ｎと 図３ 熱抽Nレベルの異なるハウスにおける作付前窒素供給量と

ほうれんそう硝酸塩含量の関係(産地D) ほうれんそう硝酸塩含量の関係(産地D)

４．成果の活用面と留意点

・土壌窒素肥沃度、施肥管理、前作を考慮した野菜の硝酸塩含量低減化への活用

５．残された問題点とその対応

・こまつな・みずなの土壌窒素肥沃度に基づく施肥対応の設定

・土壌窒素肥沃度の高いハウスにおける硝酸塩低減化技術の開発

６月収穫 ７月収穫 ８月収穫 ９月収穫 10月収穫
382(2/3) 421(4/5) 389(5/6) 180(0/1) 384(11/15)  
249-555 150-624 245-530 150-624   
177(1/17) 248(4/13) 299(6/12) 284(3/11) 244(14/53) 290(36/87)
5-339 143-379 120-464 202-363 5-464 5-624
366(3/3) 267(1/5) 366(3/5) 322(4/6) 330(11/19)  
333-400 206-365 253-477 211-484 206-484  

作型平均 228 290 337 301
634(5) 568(4) 664(3) 524(9) 615(6) 586(27)
330-800 480-641 540-813 100-701 475-684 100-813
631(8) 625(5) 703(2) 801(7) 810(7) 719(29)
180-1160 560-660 700-705 565-950 580-993 180-1160
６月収穫 ７月収穫 ７月収穫 ８月収穫 ９月収穫
ﾄﾝﾈﾙﾏﾙﾁ ﾄﾝﾈﾙﾏﾙﾁ 露地春まき 露地春まき 露地夏まき

151(15) 81(3) 117(4) 108(13) 128(10) 126(45)
53-221 30-119 78-219 77-195 84-211 30-221

Ｄ

Ｅ

こまつな

表１　野菜の硝酸塩含量（mg/100gF.W.）

品目 産地 産地平均 全平均
収穫時期および作型

* 上段； 硝酸塩含量（ほうれんそうのみ、硝酸塩含量300以上の点数／全点数）　 下段； 最小値－最大値

ほうれんそう

Ｂ・Ｃ

みずな Ｂ

Ａ

だいこん Ｆ・Ｇ・Ｈ

硝酸塩含量

(mg/100gF.W.) ＮＯ3-Ｎ 熱抽Ｎ

周年(3戸) 823± 91.4(12) 20.3±11.9(10) 13.3± 1.6(10)

秋除去(5戸) 646±102.4(17)  6.5± 4.7(14) 15.1± 1.7(14)

ハウス被覆

表２　みずなの硝酸塩含量等に及ぼすハウス被覆の影響
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窒素施肥量 作付前土壌NO3-N 0-20cm 作付前土壌NO3-N 20-40cm 硝酸塩含量

ハウスA
熱抽Ｎ 4.1
堆肥なし

ハウスB
熱抽Ｎ 6.4
堆肥４ｔ×６年

ハウスC
熱抽Ｎ 7.5
堆肥８ｔ×10年

  ６月        ７月　      ９月
収穫月

注）ハウスAの９月収穫はY.C基準に達していない（堆肥等施用量下限値を下回る）

　　ハウスＣ の６月収穫（１作目）の作付前土壌NO3-Nは不明

    土壌NO3-N（mg/100g）は風乾土の仮比重をもとにＮ供給量（Nkg/10a）に換算
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